
NetMAIL-1を使った遠隔観測システム

ﾊﾟｹｯﾄ通信機
　NetMAIL-1＋電源装置

OSASI  TECHNOS

■現場側の構成例

水位計
(NetLG-001)
　+
センサ
(DS-1)

2008/08/04  20:03
S-1 #01 NetLG-501
ジカン イドウリョウ
ケイホウ ON
セッテイ ±2.00mm/hour
ゲンザイ ±2.00mm/hour

ソクテイデータ
08/04 　　　  20:03
セイジ　　 +127.0mm
ヘイキン　+127.0mm
サイショウ +127.0mm
サイダイ　 +127.0mm
08/04 　　　  20:02
セイジ　　 +126.5mm
ヘイキン　+126.3mm

～地すべり監視等～

携帯電話へ
警報メール送信
最大20ケ所

自動観測ソフト
の画面（例）

※伸縮計とNetMAIL-1を使った遠隔自動観測システムの例

　　　現場に電源が確保できない場合でもｿｰﾗｰ電源等で
　　　駆動することもできます。

水位

雨量

伸縮

　←ｱﾝﾃﾅ
　（付属品）

雨量計
(NetLG-201)
　+
転倒ﾏｽ
(RS-1)

伸縮計
(NetLG-501)
 or （SLG-

　　ハブ
(NetHB-1)
※2台以上接続する場合
　ﾊﾌﾞが必要となります。

・任意に設定した時間毎に、データがメールで転送されます。
・例えばインターバルを１時間に設定すると、１時間ごとに

　パソコンにデータが送られてきます。（１０ケ所まで）

・任意に設定した警戒値を超えた時にメールで通報。
　警報メールと共にそのデータも送られてきます。（最大２０ケ所）
・届いたメールをそのまま返信すると、その時点でのデータも
　送られてきます。
　　　⇒わざわざ現場にいかなくても、だいたいの現場の状況は
　　　　把握できます。

■通常の観測

■警報機能を使って現場の遠隔監視
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担当者

事務所
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　（ｵﾌﾟｼｮﾝ）


